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１　目的

結核が疑われる緊急患者を受け入れ、結核と診断された場合に、結核病床を有する病院に転院が円滑に行われることを目的とする。
２　ネットワークの流れ

(1) 　結核が疑われる緊急患者は、結核患者緊急一時入院施設整備病院等、陰圧室を整備した病院で受け入れる。

(2) 　緊急患者を受け入れた病院は、早急に喀痰塗抹検査、遺伝子検査等を実施して結核の診断に努め、結核と診断された場合には、速やかに結核病院への転院を図る。
(3) 　結核病院は、診断が確定した緊急患者の早期の受け入れに努める。

(4) 　都は、結核病院の空床情報等の把握に努め、病院間の連絡、調整を行う。
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※１　第二種感染症指定医療機関（結核）：結核病床を有する病院

※２　結核患者収容モデル事業実施病院（実施主体：国、結核患者のうち合併症を有する者を対象とした施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
